
 

東日本大震災から１０年を迎えての会長談話 

 

東日本大震災が発生した２０１１年３月１１日から、本日、１０年を迎えま

した。 

茨城県も、死者２４名、震災関連死４２名、行方不明者１名、負傷者７１４

名といった人的被害に加え、住宅被害も２１万棟を超え、重大な被害を受けま

した。 

東京電力福島第一原子力発電所事故の影響は現在も色濃く残り、放射性物

質トリチウムなどを含む原発処理水など問題が山積しているほか、本県内には

様々な事情から故郷に帰ることができない避難者も多数存在します。 

本年度は「復興の最終年度」とは到底いえず、復興は未だ道半ばにあります。 

東日本大震災から１０年の間にも、我が国では大規模な自然災害が後を絶

ちません。 

本県だけで見ても、平成２７年９月関東・東北豪雨では常総市を中心に甚大

な被害を受け、令和元年東日本台風では県北地域等で大きな被害が発生し、今

なお復旧工事が進められております。 

ここに改めて、災害によって大切なものを失ってしまったすべての方々に

思いをいたすとともに、犠牲となられた方へ哀悼の意を表します。 

当会は、災害の発生の都度、災害対策本部を設立し、被災地での無料法律相

談や、無料電話相談等の被災者支援活動を実施してまいりました。各市町村と

も、災害時における法律相談業務に関する協定を順次締結しております。 

当会は、これからも、災害に対して早期かつ適切に対処できるよう、一層の

努力を継続するとともに、平時においても災害時においても、市民に寄り添う

在野法曹として、引き続き法的支援活動に邁進いたします。 
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